








2.生 石農場

1)家 畜糞尿 を利用 した堆肥 の質の向上に関す る試験 浦西章生

当農場 では家畜糞尿 を利用 して堆肥 を製造 し,主 に 自家消費 していたが,今 後,近 隣農家や 関係機

関での利用 も計画 している.

今年度 は,堆 肥の質 を向上 させ る手法について検討 したので報告す る.

(1)材 料お よび方法

(原材料)

各畜舎か ら排 出され る糞尿

糞尿 の比率(牛 糞80%・ 豚糞9%・ 鶏糞1%・ カ ンナチ ップ10%),糞 尿全体の水分量(76%)

(堆肥化方法)

①各畜舎か ら排出 され るカンナチ ップ と糞尿 の混合物 を堆肥舎(区 画1)へ 運搬移動 させて堆

積す る(第2図).

②約15日 間に堆積 中心温度が,60℃ 以上 に達す るのを確認す る.

③堆積 している堆月巴をバケ ッ ト式重機で,堆 肥舎(区 画2)へ 移動 させて切 り返 しを行 う.

切 り返 しは約10日 間おきに6～7回 行い,堆 積 中心温度 が60℃ 以上 に達す るのを確認す る

(切 り返 しは,区 画1・2を 交互 に使用す る).

区画3は 今 まで通 りの堆肥製造方法(切 り返 しな し)で 使用 してい る.

④切 り返 し作業後は,区 画1で 約50日 間保管す る.

⑤50日 間保管 した堆肥 を再度擁搾 させてか ら袋詰 めをす る.

*堆 肥舎 は屋根付 きで,雨 の侵 入

防止 のた め,左 右 に波 トタ ンを張

ってい る.

第2図 堆肥舎略図

(2)結 果お よび考察

約5か 月間かけて仕上 げた時点(写 真2)で は,ス ター ト時(写 真1)に 比べて粗飼料の残骸やカンナ

チ ップの破片 も小 さくな り,色 的にも焦 げ茶色 に黒ずみ,糞 尿のアンモニア臭 もなかった.今 までは,

各畜舎か ら排 出された糞尿混合物 は,堆 積 中心温度が60℃ 以上 に達 した後 に切 り返 し作業 を行 わなか

ったため,発 酵が継続せず,圃 場 に散布す るときに もアンモニア臭 が残 った.し か し,今 回の方法で

も堆肥 にカンナチ ップの破片が少 し残 って しまった.理 由としては,当 農場では牛舎 の床敷き として

粉砕 されたオガ クズを使用 していなかったためであ る.

今後,堆 肥 の質をよ り良 く向上 させ てい くためには,カ ンナチ ップ を細か く粉砕 することも改善点

の一つであ る.さ らにJAと も相談 をして,木 片 の腐敗促進発酵菌等 の利用や携搾式切 り返 し機具 を用

いた作業方法 などについても検討 してい きたい.ま た,地 元農家の方に今回でき上がった堆肥 を試験

的に使用 しても らい,堆 肥 の利用性について評価 を受 ける予定である.
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6)和 牛の寄生虫お よびネズ ミ駆除 谷 口公則

牛が寄生虫に寄生 され ると大きなス トレスにな り,疾 病や成長不振の原因 となる.ま た,ネ ズ ミは

細菌や ウィルスを運ぶ害獣である.近 年,牛 で 口蹄疫,ブ ロイ ラーで鳥イ ンフルエ ンザが発生 し,甚

大な被 害を及 ぼ している.当 農場 について も和牛の育成肥育の レベルア ップを 目指 し,寄 生虫駆虫や

ネ ズ ミ駆除 について取 り組 んだ.

(1)コ クシジウム

コクシジ ウムは消化器 系の寄生 虫で,完 全 な駆虫が困難 である.そ して感染 して もす ぐには発症せ

ず,牛 にス トレスがかかった ときや,体 調を崩 した ときに発症す る.症 状 としては,発 熱,食 欲不振,

下痢等があ り,重 篤 な場合,血 便がみ られ る(家 畜疾病情報システム,バ イエル薬品のサイ ト等 より).

(対策)

当農場でも,コ クシジ ウムによる感染を疑わせ る症状がでていることか ら,感 染 防御 には厳重 に注

意 している.コ クシジ ウムの虫卵は,寄 生 された牛が排せっ した糞に存在 し,パ ドック内の壁や床 に

こび りついて乾いた状態 の糞 の中でも生き続 ける,そ のため,牛 を導入する前 に,パ ドック内にこび

りついた糞 をはぎ落 とし,高 温高圧清浄機で洗浄 し,ド ロマイ ト石灰(エ クセルパル社,水 に溶か し

ても発熱せず,付 着性 が高いため,塗 布後,長 持 ちす る)を 塗布す る.ド ロマイ ト石灰 は,コ クシジ

ウムをアルカ リ消毒 し,封 じ込める効果がある.ま た,牛 舎入 口に踏み込み槽(C.P.P.:ク レゾール を

含む複合製剤,養 日化学研究所)を 設置 し,長 靴 を消毒 して,感 染拡大を予防 してい る.さ らに感染 と

思われ る牛については,エ クテシン(経 口駆虫薬,サ ル ファ剤,第 一 ファイ ンケ ミカル)を 経 口投与

している.

これ までは,症 状が見 られた ときに投与 してきたが,季 節 の変わ り目や体調 を崩 した ときに発症す

るので,予 防のため,2カ 月ごとに3日 連続 して経 口投与す るよ うに した.そ れ以来は症状 は見 られ な

い.

(2)マ ダニ

5月 頃か ら10月 頃まで多 く発生 し,寄 生す る と激 しいかゆみがあるため,牛 が強いス トレスを受 ける.

またピロプラズマ病等を媒介す ることもあ る.

(対策)

当農場で も2011年7月 に放牧牛 に多数 の寄生 が見 られたため,7月29日,放 牧場に0.02%ペ ル メ トリ

ン乳剤(フ ジタ製薬)を 散布 した.ま た,牛 体にもバイチ コール(ピ レス ロイ ド系薬剤,バ イエル薬

品)を プアオン法(背 線部のき甲か ら尾根 にかけて直線 的に注 ぐ)で 投与 した.そ の後,マ ダニの寄

生 を確認 していない.完 全な駆除は困難 であるが,来 年以降,5月 頃か ら10月 頃まで放牧場へのペルメ

トリン乳剤 の散布を数回実施 したい.

(3)ハ エ,サ シバエ,ア ブ

夏季 に多 くみ られ,牛 にス トレスを与 える.

(対策)

牛舎 内は家庭用吊 り下げ型忌避剤で効果があった.放 牧牛については忌避剤 としてペル メ トリン乳

剤(o.01%溶 液)を 牛体に直接噴霧 したが,忌 避効果 はあるものの効果は短かった.非 化学薬品の利

用 と しては,木 酢液(自 家製)を 牛体 に噴霧 してみたが,忌 避効果 が認 め られ なか った.ハ ッカ油

(0.2%溶 液,自 家製)を 牛体に噴霧する と忌避効果が認 められた.た だ し,牛 の全身 に霧 吹きで噴霧

することは,能 率が悪い ので,今 後,加 圧式スプ レーの使用 などを検討 していきたい.
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(4)そ の他の内部寄生虫

農場では,そ の他 の内部寄生虫(稲 ワラか ら媒介す る肝蛭,オ ガクズか ら媒介す る乳頭糞線 虫等)

の感染 を疑わせ る病例が見 られない.導 入時のカイザー ド液(イ ベル メクチ ン製剤)の プアオン法に

よる投与が効果的 と思 われ る.

(5)ネ ズ ミ

以前 は,畜 舎 に多 くみ られたが,牛 の残餌を掃除 し,ネ ズ ミが巣 を作 りそ うな ところを掃除す るこ

とと,え さ倉庫周辺 に消石灰(忌 避効果 が見込まれ る)を 散布す ることで,現 在 では,牛 舎内での生

息、は確認 していない.

現在,当 農場では コクシジウムが常在 している と考え られ る.完 全 に駆虫す ることは困難であるが,

和牛肥育 の成績 向上のために,駆 虫に取 り組んでいきたい.今 後,和 牛繁殖がスター トすれば,子 牛

への トル トラズ リル製剤(生 後3カ 月以内の子牛に経 口投与 し,腸 内のコクシジウムを殺滅す る)の 使

用 も実施 したい.そ の他の外部寄生虫,内 部寄生虫について も継続的に駆虫に取 り組み,ま た,石 灰

のネズ ミ忌避効果について も,確 認 していきたい.細 菌や ウィルスを媒介す るネズ ミを駆 除す ること

や,寄 生 虫の寄生 を予防す ることは,牛 のス トレス軽減や疾病予防につながる.

今後,和 牛の育成,肥 育の成績 向上 を目指 して,寄 生虫の駆 除を継続的に取 り組 んでいきたい.


